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　正統派はいつの時代も格調高く美しい。気品

を漂わせ、チャレンジ精神も旺盛でなければな

らない。現役ヴァイオリンでいえば、若き日

（いまも？）のフランク・ペーター・ツィンマーマン

が真っ先に浮かぶ。だが、マーケット優先の時代

に、完売が保証されるかといえばかなり難しい。

人は、真面目過ぎて面白みに欠けるとでも思う

のであろう。或いはもっと刺激が強いもの、

きわどいものに惹かれるからだ。しかし、正統派で

居続けることには不断の努力と様々な誘惑から

身を律する強い精神力がなければならない。

誇り高く険しい茨の道を歩み続けた先に正統派と

評される肩書がついてくるのだ。そんな茨の道

ゆえ、歩み続けられる人が少ないのも当然とい

えよう。

　日本の若手ヴァイオリニストで「正統派」とい

うと、真っ先に毛利文香の名と顔が浮かぶ。そん

な毛利がトッパンホールで初めてのデュオ・

リサイタルに挑む。心かようパートナーとの息の

あった共演と無伴奏での矜持（イザイ）。崇高な

傑作への挑戦（ベートーヴェン）に、秘曲好きの

遊び心（ブロッホ）…。人気曲でお客さま目線に

立つことも忘れない（フランク）。どこまでも知的

に考え抜かれ、バランス感覚に満ちた毛利文香

らしい選曲にして構成。これがトッパンホール

での初のデュオ・リサイタルに向けての彼女の

選択、決意なのであろう。

　共演者の原嶋唯は、トッパンホールのお客さ

まにはお馴染みだが、一般的にはやや知名度に

劣るかもしれない。ここ数年、一緒に仕事をす

るたびに目覚ましい成長を感じさせ続けるいま

充実の一途を辿る注目のピアニストだ。まさに、

トッパンホールで育ち耀いてきたピアニストと

いっても過言ではない。なにより作曲家の特性

を理解し、その人にふさわしい音楽を奏でる魅力

がある。また彼女は最もよくこのトッパンホー

ルとホールのピアノを知り尽くしたピアニスト

でもある。そして、室内楽の楽しさ、おもしろさ

を深く知り、味わい、それが演奏家としての自身

の個の成長を駆り立てることをよく知っている。

そのようなヨーロッパの優れた室内楽ピアニスト

のような感覚を持つアーティストがここトッパン

から生まれつつあることを、とてもうれしく思う。

毛利文香同様、原嶋唯にとってもこのステージ、

特別なものになるにちがいない。

　そんな二人の勝負コンサート。出来ることなら

満員のお客さまで迎えてあげたい。アーティスト

は目利きの聴衆がいてはじめて育つからだ。


